
…平成18年4月改正箇所  
（詳細については、別紙1「平成  
18年唐介護報酬等の改定につ   

いてIP21～23、26を参照。）   

・‥平成20年4月改正箇所   

ハ 療養病床を有する診療所における短期入所療養介護費  

経過的要介護 （ 517単位）  

a．診療所療養病  （ 682単位）  

床短期入所療  （ 734単位）  

（－）診療  （ 786単位）  

所療養病床  （ 837単位）  
短期入所療  
養介護費  

要介護5  （ 889単位）  

（Ⅰ）  
経過的要介護 （ 601単位）  

看護く6：1〉  （ 813単位）  

介護く6：1〉  （ 865単位）  

養介護費（iり  
（1）診療  

（917単位）  
〈多床室〉  

所療養病床  （968単位）  

短期入所療  要介護5  （1，020単位）  
養介護費  経過的要介護 （ 447単位）  
（1日につ  

き）  
a．診療所療養病  （ 592単位）  

床短期入所療  （ 638単位）  

（二）診療  （ 684単位）  

所療養病床  （ 730単位）  
短期入所療  
養介護費  

要介護5  （ 776単位）  

（Ⅱ）  
経過的要介護 く 536単位）  

看護・介護  （ 723単位）  

〈3：1〉  （ 769単位）  

養介護費川）  （ 815単位）  

く多床室〉  （ 861単位）  

要介護5  （ 907単位）   

経過的要介護 〈 608単位）  

（－）ユニット型診療所療養  （ 816単位）  

病床短期入所療養介護費  （ 868単位）  

（2）ユニツ    （1）  要介護3  （ 920単位）   

ト型診療所  要介護4  （ 971単位）  
療養病床短  
期入所療養  

要介護5  （1，023単位）  

介護費  経過的要介護 く 608単位）  

（1日につ   （ 816単位）  

ッ （ 868単位）  
（Ⅱ）  要介護3  （ 920単位）  
〈ユニット型準個室〉  

要介護4  （ 971単位）  

要介護5  （1，023単位）   

（3）特定診療所療養病床短期入所療養介護費   
（1日につき）  （760単位   

（4）栄養  （－）管理栄養士配置加算   
管理体制  （1日につき12単位を加算）  

加算  
（二）栄養士配置加】算  

（1日につき10単位を加算）   

（6）緊急短期入所ネットワーク加算  

（1日につき 50単位を加算）  

■－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－■一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－  

…（7）特定診療費  

；：特定診療費は、支給限度額管理の対象外の算定項目  

※ 緊急短期入所ネットワーク加算を算定する場合は、超過定員減算の適用について要件の緩和を行う0  
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平成柑年4月改正箇所  
（詳細については、別紙け   

平成18年7月改正箇所  
（詳矧こついては、丑L組と  

照。）  

二老人性認知症疾患療養病棟を有する病院における短期入所療養介護費  ニついてIP2トノ23、ヱ旦を参軌）  

l笠の日直l」こ係る訪問妾について1を参  

僻地の医師確保  
計画を届出たもの  
以外で、医師の数  
が基準に定められ  
た医師の員数に  
60／100を乗じて  
得た数未満である  
場合  

僻地の医師確保  
計画を届出たもの  
で．医師の数が基  
準に定められた医  
師の員数lこ  
60／100を乗じて  
得た数未満である  
場合  

定められた看護  
職員の員数に  
20／100を乗じて  

得た敦夫満の場  
看護師が基準に     A  

看護・介護隈員の  
員数が基準に満  
たない場合  

利用者の数及び  
入院患者の数の  
合計数が入院患  

者の定員を絶える 場合  

×90／100  X70／100  

×90／100   ×7D／100  

特定診療費は＿支矧唄度舗管理の対象外の算定項巨  

※緊急短期入所ネットワーク加算を算定する鳩舎は、超過定員減算の遷矧こついて要件の酎ロを行うb  



ホ基準適合診療所における短期入所療養介護費  

暫 

［ll聞〕   

利用者の数及び  
入院患者の数の  
合計数が入院  

患者の定員を超  

基本部分  

経過的要介護 （411単位）  
要介護1  

（1）基準適合診療所短期入所療養介護費（Ⅰ）  
（ 545単位）  

（1日につき）  
（ 588単位）  

〈従来型個室〉  要介護3  （632単位）  
要介護4  （ 676単位）  

要介護5  （720単位）   

経過的要介護 （495単位）  
要介護1  

（2）基準適合診療所短期入所療養介護費（［）  
（ 676単位）  

（1日につき）  
（719単位）  

く多床室〉  要介護3  （ 763単位）  

要介護4  （807単位）  
要介護5  （851単位）   

（3）特定基準適合診療所短期入所療養介護費（1日につき）  ぐ 760単位）   

（4）栄養  （一）管理栄養士配置加算   

管理体制  （1日につき12単位を加算）  

加算     （二）栄養士配置加算  

（1日につき10単位を加算）   

（5）療養食加算  
（1日につき 23単位を加算）  
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10 特定施設入居者生活介護費  －・・平成18年4月改正箇所（詳細については、別紆1「平成18  謹報酬等の改定についてIP23＝2旦を参照。  

看護・介護職  
員の員数が  
基準に満たな  

基本部分  

1日につき  

＋12単位  

※限度額  経過的要介護 6，505単位  
要介護1 16．689単位  
要介護2  18．726単位  
要介護3   20．763単位  
要介護4   22，800単位  
要介護5   24．867単イ立  

11福祉用具貸与費  

注  

特別地域福祉用具貸与加算  

交通費に相当する額を事業所の  
所在地に適用される1単位の単価  
で除して得た塑性数を加算 々のごとにの 
（個用具貸与費100  
／100を限度）  

し＿＿＿…仙＿＿－＿．：特別地域福祉用具貸与加算は、支給限度額管理の対象外となる算定項目  

※ 経過的要介護又は要介護1の者については、幸いす、車いす付属品、特殊寝台、特殊寝台付属品、床ずれ防止用具、体位変換  
器、認知症老人排掴感知機器、移動用リフトを算定しない。（ただし、別に厚生労働大臣が定める状態にある者又は施行の日よリ6か月  
を超えない期間において当該種目に係る指定福祉用具貸与を受ける者を除く。）  
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項   



Ⅱ 指定居宅介護支援介護給付費単位数の算定構造  

居宅介護支援費  …平成18年4月改正箇所  
（詳細については、別紙1「平成18  

10～12を参照。）  

の改定についてIP  

特定事業所集中減 算   
特別地域居宅介護  
支援加算  基本部分  

（運営基準減算の場合）  
×70／100   

（運営基準減算が2月  
以上継続している場合）  
×50／100  

＋15／100  

（1）初回加算（工）  （1月につき＋250単位）  
口 初回加算  

（2）初回加算（Ⅲ）  （1月につき 十600単位）  

／＼特定事業所加算  （1月につき ＋500単他）  
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Ⅲ 指定施設サービス等介護給付費単位数の算定構造  

1介護福祉施設サービス  ヰ成18年4月改正箇所（詳細については、別紙1「平成川  の改定についてIP26～30を参照。）  

基本部分  

×97／100  ×70／100  ×70／100  

9アー  

精神科医  
師による療  
養指導が月  
2固以上行  

われている  
場合  

専従の障害  
者生活支援  
鼻を配置して  
いる場合  

専従の常勤 医師を配置し ている場合  

入所者が病院又は診療所への入院を要した場合及び居宅における外泊を認めた堵合、1月に6日を限度として所定単位軌二代えて1日につき320単位を算定  
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平成18年4月改正箇所（詳細については、別紙1「平甜†8宜彦介護  
平成20年5月改正箇所  
（詳細については、㈱  

せ剖二ついて1Pフ6～31を参照り）   

直しに係る諮問についてIP3 4を参照む）  

2 介護保健施設サービス  

員の勤務条件   入所定員を超   員、介護耳鼓   
基準長満たさ   える場合   貝、理学療；去   
ない場合  

又 ま   
授専門員の月  
扱が基準に満  
たない場合   注  夜勤を行う臨    入所者の数が     医師、青書隻恥                       士、作美療法 ±又は介喜葺支  

×97／100   X70／′′100   ×70ノ100   

認知症短期集 中リハビリデー ション実施加算  
常勤のユニソ  
トリ▼ダを  
ユニット毎lこ  

配置してし、な  
い等ユニット  
ケアにおける  
体制が未整備  
である場合  

要介  
（－）介護保健施設サ  

い）  
＜従来型個室＞  

要介  
垂介  

（二）介主隻保健ノ施設サー   

く多床室＞  

要介  
妻介  

（－）介護保蛙應没す－  

い〉  
＜従来型悟空＞  

垂介  
要介  

（二）介諌保健施設サー   

く多年宴＞  

要介  
姜介■  護1く 703単位）  

（∵〉介護保健施設サー  

（り  要介・  護3 卜 833単位）   
＜従来型低量＞ ・ミ・一・  浄4（ 887単位）  

章介  
蔓介  

た）介書手保健施設サー  
（†け  

く多床室＞ 
辛介  
纂介  

（－）ユニット型介喜蔓保1  

サービス梵（り  
＜ユニット型個室＞  要介  護4（ 940．単位）  

鼻介  護5（ 993単位）   
要介  護1（ 784卓也）  

（二）ユニット型介言璽保1  

サービス兼（ll）  垂介  護3（ 886単位〉   
＜ユニット型準個室＞  

要介  
要介  護1（  7g5卓也）  

ト！ユニット型介護保  
サービスヰ（‖  ・三  護3（ 942単隠）   
くユニット型閻軍＞   

垂′  
職   資介  護「（ 785月i位）  

（二）ユニット型介護保  
サ「ビス費目）  要介  諌3（ 942単位）   
＜ヰニット型準他室＞   

＝こ・  

妻介  譜1（ 7巳5単位〉  
（－〉コニット浬†介護操  

サ■トピス井（l）  吏介  讃3（ 915勘立）   
くユニット型他室＞  要介  護4（ 969単色）  

）  二三・  護5（I．D22卓也）   
棄  

（二）ユニーソト型介護倶  

サービス費用）  
＜ユニット型準備室＞  ・三  凛4（ 96g単位）  

妻介  護5（1．022卓佗）   型介護保健施設  

ニー）介護保健施設サ 

く従来型個室＞  

（1）介言‡保健施設  
サービス費（Ⅰ）  

こ二）介主隻保健ノ施設サー 

く多床室＞  

：－）介護保蛙應没サー 
：†〉  

イ介三引黒煙施  
サ㌣ビス★‖‖  

設サービス費 （＝∃につき）  

且ををせ＞二・  

く多年宴＞  

ト〉 介護保健施設サー 
い）  

（3）介護保健施琴 サービス★（Ⅶ）  

＜療車型毛儲：看護オ  

ンコ←ル体制＞  
（†け  

く多床室＞ 

（－）ユニット型介喜蔓保健 
サービス梵（り  
＜ユニット型個室＞  

（1）ユニット型介護保  
健施設サビスキ（Ⅰ）  

（二）ユニット型介言璽保健 
サービス兼（ll）  

＜ユニット型準個室＞  

（←）ユニット型介護保健 
サ⊥ビスヰ（‖  

ロ ユニ、ソト型介                （2）ユニット型介護條  

三隻保健施設サー  隠増設サービス責（Ⅲ）   

ビス費  ＜療養型者憶こ看護  
（＝］につき）   鼻を配電＞．  

サ「ビス費目）  
＜ヰニット型準他室＞  

サ■トピス井（l）  

（3）ユニ、ソト型介護保  

餞施設サービス費（m  
＜療養型老隠者讃オ  

ンコール体制＞  
サービス費用）  
＜ユニット型準備室＞  

（－〉 コニット浬†介護保健 

注身体拘束廃止未実施滅羊  （1自につき 5農地を減算）  

入所者に対して居宅における外泊を認めた場合、1月に6日を平良度として所定単位数に代えて＝∃につき444単位を算定  ′主 外泊時♯用  

入所者に対して居宅における試行的退所を認めた場合、1月につき6日を限度として柑につき800単性を算定  注 試行的進所サービス暮  

注夕一三ナルケア加算  （†白につき 240旦位を加算〉  

注 特別療養井  

注 療整体利権拝領別加算  （1日につき 27草地を加算）  

ハ 初期加算  （1日につき・〕0単位を加算）  

二 退所時指導  （1）退所時等指導加  （－）退所前後訪問指導加算   
等加算   算   （入所中†包（又は2回）、退所後1回を限度に、460単位を算  

定）  

（二）退所時指導力□算  
（400挙l立）  

（三）退所時価報提供加算  
（500単イ立）  

（四）退所前連携加算  
（500単位）  

（2）老人訪問看護指示カロ算  
（入所者1人につき1回を限度亡して300塵位を算定）   

〔1）管理業養士配置加算  
（1日につき12単位を加算）  

（2）栄養士配置カロ算  
〔1日につき10単イ立を加算）  

へ 葉菜マネジメント加算  
（＝∃につき1  

※PT・OTによる人員配置′成算を適用する場合には、リハビリテションマネジメント加算、短期集中リハビリテション実施加算、認知症短期集中リハビ1」テーション実施加貰を適用しない。  

※ 小掛真介護老人保健施設における介護給付の180【］の算定日数上限を撤廃することから、現行の「小卿美介昌射黒鍵施設サー・ヒス費」は廃山  
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